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ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。蛍
雪
の
功 

成
っ
て
卒
業

式
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
農
業
や
環
境

に
関
す
る
学
習
活
動
や
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て

得
た
科
学
性
、
社
会
性
、
指
導
性
（
三
大
活
動
目
標
）
と

い
う
武
器
と
、
農
業
と
い
う
産
業
が
社
会
に
果
た
す
べ
き

目
的
や
意
義
を
学
ん
だ
若
者
と
し
て
、
社
会
に
有
為
な
人

材
と
し
て
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
42
回
農
芸
祭
が
、「
え
が
お
と
こ
こ
ろ 

お
ど
る 

農
芸

祭
〜
明
日
の
た
め
に
、
未
来
の
た
め
に
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
昨
年
の
11
月
16
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
教

育
後
援
会
で
は
船
南
同
窓
会
と
協
力
し
て
、
国
際
交
流
基

金
の
た
め
の
募
金
活
動
に
初
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
ご

来
場
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
で
ご
寄
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
基
金
は
、
初
代
校
長
で
あ
っ
た
中
村
一
郎
先
生
が

運
営
委
員
長
と
な
り
、
昭
和
62
年
3
月
31
日
に
地
元
の
み

な
さ
ん
や
関
係
者
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
、
公
益
信
託
「
京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校
国
際
交
流

育
成
基
金
」
の
こ
と
で
す
。

受
託
者
で
あ
る
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
が
信
託
財
産
か

ら
生
ず
る
運
用
収
益
や
信
託
財
産
の
取
り
崩
し
を
も
っ
て
農

芸
高
校
生
を
支
援
す
る
「
生
徒
た
ち
の
頑
張
り
を
応
援
す

る
基
金
」
で
す
。
教
育
後
援
会
や
船
南
同
窓
会
と
し
て
国
際

交
流
基
金
を
通
し
て
令
和
5
年
度
の
国
内
農
業
研
修
等
に

延
べ
64
名
、
海
外
農
業
研
修
（
令
和
5
年
度
は
中
止
）
の

参
加
費
補
助
、
そ
し
て
、
教
育
後
援
会
だ
け
で
令
和
5
年

度
の
資
格
取
得
意
識
を
高
め
る
合
格
祝
い
金
を
補
助（
延
べ

102
名
）
な
ど
、
意
欲
的
な
農
芸
生
の
様
々
な
学
習
活
動
を
支

え
る
資
金
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
の
学
習
や

研
修
活
動
の
活
発
化
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
が
、
基
金

は
年
々
先
細
り
に
な
り
、
運
用
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

卒
業
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
並
び
に
会
員
に
は
、
こ
の

基
金
の
趣
旨
と
運
用
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き

更
な
る
ご
支
援
や
ご
寄
付
を
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
後
援
会
の
会
員
の
皆

様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
に

て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
、
本

校
教
育
の
推
進
に
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
い
て
は
、
校
内

で
の
活
動
は
も
と
よ
り
、
7
月
の
京
都
府
連
盟
大
会
、
8
月

の
近
畿
連
盟
大
会
、10
月
の
全
国
大
会
に
生
徒
た
ち
が
活
躍

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
で
入
賞
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

11
月
に
は
第
42
回
農
芸
祭
を
実
施
し
、
約
２
、０
０
０
人
の

方
々
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
農

芸
祭
で
は
、
教
育
後
援
会
の
皆
様
に
も
御
協
力
い
た
だ
き
、

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
12
月
に
は
2
年
生
の
研
修
旅

行
（
長
崎
県
壱
岐
島
）
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
充
実
し
た
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
3
年
生
の
進
路
達
成
の
状
況
と
と
も
に
、
こ
の
1
年
間
、

多
く
の
教
育
成
果
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
詳
し
く
は

本
会
報
の
紙
面
を
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
昨
年
度
か

ら
本
校
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
て
い
ま
す
。「
が

ん
ば
る
農
芸
高
校
生
」
の
姿
を
通
し
て
、
農
芸
高
校
の
魅
力

と
と
も
に
、
農
業
教
育
の
魅
力
も
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

昨
年
9
月
6
日
に
は
、
西
脇
隆
俊
知
事
か
ら
２
０
２
６

年
度
（
令
和
8
年
度
）
よ
り
本
校
を
京
都
府
立
大
学
の
系

属
高
校
に
す
る
と
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
10
月

29
日
に
は
京
都
府
立
大
学
と
京
都
府
教
育
員
会
と
の
系
属

高
校
に
関
す
る
協
定
調
印
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
具
体
的
な
高
大
連
携
の
内
容
や
入
学
者
選
抜
方
法
な
ど

に
つ
い
て
よ
り
一
層
協
議
を
進
め
、
京
都
府
立
大
学
系
属

高
校
と
し
て
の
新
た
な
出
発
に
向
け
て
万
全
の
準
備
を
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
教
育
後
援
会
員
の
皆
様
に
は
、
本
校
教
育
の

推
進
に
、
今
後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ 

〜
農
芸
高
校
国
際
交
流
基
金
を
支
え
よ
う
！
〜

教
育
後
援
会
長　

中
井 

順
市

京
都
府
立
大
学
系
属
高
校
と
し

て
の
新
た
な
出
発
に
向
け
て

校
長　

湯
川 

佳
秀

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

学
校
の
魅
力
を
発
信
中
!!

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
本
校
の

学
び
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

生
徒
に
よ
る
教
育
活
動
の
紹
介

も
あ
り
ま
す
の
で
是
非
フ
ォ

ロ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も｢

農
芸
日
記｣

｢

農

場
の
一
日｣

な
ど
の
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
多
く
の

方
の
閲
覧
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

Instagram学校HP

京
都
府
立
大
学
系
属
高
校
化
へ

（
設
置
時
期:

令
和
8
年
4
月
）

農
学
食
科
学
部
（
農
学
生
命
科
学
科
）
と
の
高
度

な
連
携
に
よ
る
質
の
高
い
学
び
を
実
現
し
、農
業
や
関

連
産
業
の
振
興
に
資
す
る
人
材
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

※�

系
属
高
校:

特
定
の
大
学
と
連
携
関
係
を
持
つ
中
等
教
育
を
行
う
学
校

で
、大
学
を
運
営
す
る
学
校
法
人
と
は
別
の
学
校
法
人
等
に
よ
り
運
営

さ
れ
、連
携
す
る
大
学
に
対
し一般
受
験
者
と
比
べ
優
先
的
入
学
を
認
め

ら
れ
て
い
る
も
の
。
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令和6年度　農業クラブ活動報告令和6年度　農業クラブ活動報告
1.�第75回 京都府学校農業クラブ連盟大会〔ガレリアかめおか〕
7月24日

《プロジェクト発表会》
分野 発　表　題
Ⅰ類 イネの再生二期作の試み〜地球温暖化を味方にした栽培

方法の模索〜
Ⅱ類 持続可能な農業における環境調査および生物多様性に関

する評価方法の検討
Ⅲ類 優秀 ひとの心に植物を植える〜地域を花咲むフラワーキャラバン〜

《意見発表会》　
分野 発　表　題 発　表　者
Ⅰ類 最優秀 時代に求められる和牛生産を 伴　　藍花
Ⅱ類 最優秀 牛が守る美しい国土 中井　蒼空
Ⅲ類 優秀 乳牛の力　畜産の力で京都を元気に 黒澤　花歌

《平板測量競技会》〔北桑田高校〕7月26日
【優　秀】�3年生チーム　�五嶋　奏太、近藤　悠吏、�

藤井　隆太郎
　　　　　2年生チーム　黒田　智基、丸岡　雅春、吉田　烈

《和牛審査競技会》〔碇高原牧場〕8月9日
【優　秀】大矢　桃子、岡本　大地
《緑の学園　乳牛審査の部》〔府立農業大学校〕7月26日
【最優秀】内田　望愛　【優　秀】坂本　慶榮、伴　藍花
《農業情報処理競技会》〔須知高校〕8月23日    
岩井　潮、奥田　祥一朗、辻本　幸悠

2.�第72回 近畿学校農業クラブ連盟大会〔兵庫県〕8月21、22日
《意見発表会》
【優　秀】Ⅱ類　中井　蒼空

3.第75回 日本学校農業クラブ全国大会〔岩手県〕10月23~24日
《家畜審査競技》
【優　秀】乳用牛の部　内田　望愛

《農業鑑定競技会》
【優　秀】野菜　今橋　祐樹　【優　秀】畜産　大矢　桃子
【優　秀】農業土木　近藤　悠吏

4.第2回京のこだわり畜産物レシピコンテスト
【優　秀】奥田　陽葵、甲斐　朋恵、原田　柊

5.第6回アクション大賞
【奨励賞】畜産流通コース

6.京都府「障害者週間」啓発ポスター及び体験作文コンクール
【体験作文の部　佳作】中村　仁美音

7.今年度を振り返って
今年度は京都府学校農業クラブ連盟の事務局となり、夏の府

連大会は運営係として多くの農芸高校生が参加し大会運営を行
いました。2つの区分で最優秀を獲得し近畿連盟大会に出場し
ました。岩手であった全国大会には農業鑑定競技会と家畜審査
競技会（乳用牛の部）に合計9名が参加し4名が優秀賞を獲得
しました。京都府全体の優秀賞が7つだったので好成績といえ
ます。令和9年度には全国大会が滋賀県で行われますが、滋賀
県より依頼を受けて意見発表会は農芸高校が担当することにな
っています。今後とも農業クラブ活動に御支援いただきますよ
うお願い申し上げます。

農
芸
感
謝
祭
で
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ゲ
ー
ム
や
出
し
物
を
通

し
て
コ
ー
ス
を
中
心
と
し
た
生
徒
間
の
交
流
を
促
す
「
交
流
の
部
」
と
、

食
を
通
し
て
日
々
の
学
習
に
関
わ
る
生
命
・
人
・
時
間
す
べ
て
の
環
境
に

感
謝
す
る
「
感
謝
の
部
」
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
農
芸
祭
は
「
E
C
O
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
「
E
（
え
が
お

と
）・
C
（
こ
こ
ろ
）・
O
（
お
ど
る
）
農
芸
祭
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て

実
施
し
ま
し
た
。
レ
ジ
袋
の
代
替
に
各
家
庭
よ
り
紙
袋
を
集
め
て
配
布
す
る

活
動
や
、
各
コ
ー
ス
で
の
ゴ
ミ
削
減
に
取
り
組
む
な
ど
生
徒
た
ち
自
身
も
考

え
て
行
動
す
る
農
芸
祭
と
な
り
ま
し
た
。
夏
の
暑
さ
や
水
不
足
な
ど
で
生
産

物
の
確
保
が
難
し
い
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
多
く
の
品
目
を
そ

ろ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
展
示
や
体
験
な
ど
も
注
目

を
集
め
、
農
芸
高
校
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
一
体
育
館
に
お
い
て
府
内
農
業
高
校
特
産
物
販
売
ブ
ー
ス
の
運
営
を

は
じ
め
、
国
際
理
解
教
育
基
金
の
募
金
活
動
な
ど
農
業
教
育
の
魅
力
を
充

実
さ
せ
る
活
動
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
農
芸
祭
の
取
り
組
み
の
幅
を

大
き
く
広
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
学
習
成
果
発
表
の
場
と
し
て

位
置
づ
け
つ
つ
も
、
農
芸
高
校
及
び
農
業
教
育
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
発

信
し
て
い
く
農
芸
祭
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

第
42
回
農
芸
祭
報
告

府連大会府連大会 緑の学園 乳牛審査の部緑の学園 乳牛審査の部

全国大会全国大会
家畜審査競技家畜審査競技

全国大会全国大会
農業鑑定競技農業鑑定競技

レシピコンテストレシピコンテスト
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農
芸
祭 

運
営
協
力

今
年
度
も
教
育
後
援
会

と
同
窓
会
が
協
力
し
て

「
府
立
高
校
農
業
科
生
産

物
販
売
」
を
運
営
し
、
来

場
者
の
駐
車
場
案
内
等
に

も
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
か
ら
国
際
交
流
育
成

基
金
の
募
金
活
動
を
行

い
、
来
場
さ
れ
た
方
や
地

域
の
方
、
卒
業
生
な
ど
か

ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
募
金
い
た
だ
い
た
方

に
は
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト（
野

菜
）
の
種
を
配
布
し
、
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

が
ん
ば
る
農
芸
生

資
格
取
得
奨
励
制
度

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
生
徒
支
援
事
業
、
生
徒
は
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
目
指
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

【
合
格
実
績
（
R
5
年
度
）】

〇�

英
語
検
定（
2
級
1
名
、

準
2
級
1
名
）

〇�

危
険
物
取
扱
者

（
乙
4
類
1
名
）

〇�

日
本
農
業
技
術
検
定

（
3
級
43
名
）

〇�

情
報
処
理
検
定（
1
級
1
名
、

準
2
級
5
名
、3
級
15
名
）

〇�

園
芸
装
飾
技
能
士

（
3
級
5
名
）　

〇�

バ
イ
オ
技
術
者
認
定

（
3
名
）　

〇�

色
彩
検
定（
3
級
4
名
）

〇
造
園
技
能
士（
2
級
4
名
、3
級
7
名
）

〇
造
園
施
工
管
理
技
術（
2
級
学
科
4
名
）　

〇
造
園
技
能
検
定（
3
級
1
名
）

〇
土
木
施
工
管
理
技
術（
2
級
学
科
1
名
）

〇
鉄
筋
施
工
技
能
士（
2
級
）

〇
ト
レ
ー
ス
技
能
検
定（
3
級
5
名
）

府
立
大
連
携

中
国
地
区・全
日
本
B

 
&
 
W
 

オ
ー
ル
ニ
ッ
ポ
ン・

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

《
全
国
1
位
》

令
和
6
年
4
月
、
岡
山
県
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
第
39
回
中
国
地
区

B
&
W
シ
ョ
ウ
に
お
き
ま
し
て
、

本
校
の
乳
牛
「
グ
ロ
リ
ー
オ
ー
サ 

ク
リ
ー
メ
ル 

ク
ラ
ツ
シ
ヤ
ブ
ル 

フ
イ
ラ
号
」
が
、
リ
ザ
ー
ブ 

グ
ラ

ン
ド
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
総
合
準

優
勝
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。
多
く

の
卒
業
生
の
想
い
を
引
き
継
ぎ
努
力
し
て
き
た
結
果
、
最

優
秀
高
校
賞
（
10 

回
目
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
、
2
0
2
4
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ

ン
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
で
は
、「
学
校
・
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
」
を
受
賞
、
学
生
リ
ー
ド
マ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
2
位
（
黒
澤
花
歌
・
2
年
）、
3
位
（
中
井
蒼
空
・
2

年
）
の
W
受
賞
。「
フ
イ
ラ
号
」
が
、
最
終
選
考
に
お
き

ま
し
て
2
年
連
続
と
な
る 

リ
ザ
ー
ブ 

グ
ラ
ン
ド
・
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
（
総
合
準
優
勝
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。
第
42
回

オ
ー
ル
ニ
ッ
ポ
ン
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い

て
は
、
3
歳
前
半
の
部
で

「
フ
イ
ラ
号
」
が
、
全
国
1

位
を
獲
得
。
全
国
有
数
の

酪
農
家
が
名
を
連
ね
る
な

か
、
農
業
高
校
出
品
牛
の

部
門
優
勝
は
大
会
記
録
上

初
の
快
挙
で
あ
り
、
京
都

農
芸
の
名
を
全
国
に
響
か

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
ま
で
乳
牛
に
携
わ
っ
て

き
た
多
く
の
卒
業
生
、
支

え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の

皆
様
に
深
く
感
謝
し
ま

す
。
今
後
も
、
生
命
を
扱

う
魅
力
あ
る
教
育
活
動
の
推
進
を
図
り
、
本
校
で
学
ん
だ

こ
と
を
将
来
生
か
す
「
生
き
る
力
」
を
育
み
、
生
徒
自
ら

が
夢
に
向
か
っ
て
邁
進
で
き
る
よ
う
、
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

台
湾
研
修

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開

催
を
見
合
わ
せ
て
い
た

「
海
外
農
業
研
修
」
で

す
が
、
5
年
ぶ
り
に
台

湾
を
訪
問
す
る
こ
と
が

で
き
、
國
立
曾
文
髙
級

農
工
職
業
学
校
と
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
12

月
24
日
か
ら
の
4
日
間
、
校
長
を
団
長
に
生
徒
8
名
（
う

ち
1
名
は
北
桑
田
高
校
生
）
が
参

加
し
、
中
井
教
育
後
援
会
長
と
農

業
教
員
O
B
の
小
林
先
生
に
も

随
行
い
た
だ
き
、
実
り
多
い
研
修

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
5
月
の

曾
文
農
工
訪
日
時
に
は
本
校
へ

訪
問
い
た
だ
き
、
全
校
生
徒
と
交

流
会
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
も
可
能

な
範
囲
で
研
鑽
を

積
ま
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

知事・教育長表敬訪問知事・教育長表敬訪問

セントラルジャパン ホルスタインショウセントラルジャパン ホルスタインショウ

農芸祭運営協力農芸祭運営協力
農芸祭運営協力農芸祭運営協力

（募金活動）チラシ（募金活動）チラシ

研究室訪問（生物工学コース）研究室訪問（生物工学コース）酒米「京の輝き」共同研究（作物コース）酒米「京の輝き」共同研究（作物コース）農業技術交流会（2年生）農業技術交流会（2年生）

附属精華農場見学（草花コース）附属精華農場見学（草花コース）府立大生の畜産体験実習（畜産系コース）府立大生の畜産体験実習（畜産系コース）
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硬
式
野
球
部

硬
式
野
球
部
は
夏

に
行
わ
れ
る
選
手
権

大
会
で
の
1
勝
を
目

標
に
、
日
々
厳
し
い

練
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
一
昨
年
度

は
17
年
ぶ
り
に
1
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
昨
年
、
今

年
度
と
力
及
ば
ず
1

回
戦
で
の
敗
退
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、

新
チ
ー
ム
で
迎
え
た

秋
季
大
会
は
1
点
差

の
惜
敗
、
練
習
試
合

で
は
近
年
最
多
の
勝

利
数
で
秋
季
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
農
芸
高
校
野
球
部

の
礎
を
創
り
上
げ
て
き
た
卒
業
生
や
先
生
方
、
そ
し

て
支
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
を
し

て
お
り
ま
す
。
来
年
度
も
引
き
続
き
単
独
チ
ー
ム
と

し
て
出
場
し
、
再
び
「
夏
1
勝
」
を
達
成
す
る
こ
と

を
、選
手
・
顧
問
一
同
本
気
で
目
指
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
硬
式
野
球
部
へ
の
御
理
解
・
御
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

陸
上
競
技
部（
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
部
門
）

陸
上
競
技
部
（
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
部
門
）
は
、
2
年

生
2
名
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
1
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。2

年
生
の
う
ち
1
名
は
投
て
き
種
目
を
専
門
と
し
、
春
季

大
会
、
市
内
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
、
高
校
総
体
、
京
都
Ｉ

Ｈ
、Sum

m
er Gam

e

、
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
、
国
公
立
大
会

な
ど
、
数
多
く
の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
特
に
国
公

立
大
会
で
は
自
己
ベ
ス
ト
と
な
る
42
・
95
ｍ
を
記
録
し
、

目
覚
ま
し
い
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
曜
日

と
金
曜
日
に
は
南
丹
高
校
で
合
同
練
習
を
行
い
、
投
て

き
専
門
の
教
員
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
る
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
。
こ
の
指
導
を
通
じ
て
、
技
術
の
向
上
や
競

技
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
選
手
た
ち
は
日
々
の

練
習
の
中
で
課
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
次
の
大
会
に

向
け
て
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部

サ
ッ
カ
ー
部
に
は

3
年
生
4
名
、
2
年

生
2
名
、
1
年
生
2

名
の
計
8
名
の
生
徒

が
所
属
し
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
目
的
意
識

が
大
き
く
違
う
た
め
、

個
人
個
人
に
と
っ
て

有
意
義
な
活
動
と
な

る
よ
う
な
運
営
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。公
式

戦
に
は
田
辺
、
洛
水
、

西
乙
訓
高
校
と
の
4

校
合
同
チ
ー
ム
で
出

場
し
て
い
ま
す
。冬
の

選
手
権
大
会
で
は
1

回
戦
で
同
志
社
国
際
高
校
に
０
―
５
で
敗
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、選
手
の
頑
張
り
が
見
え
る
ナ
イ
ス
ゲ
ー
ム
で

し
た
。
平
日
は
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
を
行
い
、週
末

は
合
同
チ
ー
ム
と
の
合
同
練
習
や
練
習
試
合
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
人
数
は
少
な
い
で
す
が
、一
人
一
人
に

と
っ
て
は
大
切
な
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
支

援
に
よ
り
、
よ
り
充
実
し
た
活
動
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
は
2
年
生
2
名
、
1
年
生

6
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
創
部
よ
り
掲
げ
る
「
心
優

し
き
力
持
ち
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
競
技
の
強
さ
だ
け
で

は
な
く
、
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
人
と
し
て

成
長
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
に

開
催
さ
れ
た「
第
8
回
関
西
高
等
学
校
秋
季
ク
ラ
シ
ッ

ク
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
」
に
は
部
員
全

員
が
出
場
し
、
多
く
が
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
で
は
、
こ
こ
数
年
で
最

も
多
く
の
関
西
の
高
校
生
が
出
場
し
、生
徒
達
も
他
校

の
競
技
仲
間
・
ラ
イ
バ
ル
が
増
え
た
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
2
月
24
日
〜
26
日
に
は
、
世
界
大
会

（
コ
ス
タ
リ
カ
）
の
選
考
会
で
あ
る
、
ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ

シ
ッ
ク
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
（
滋
賀

県
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
世
界
大
会
へ
の
出
場
を
目
指

す
生
徒
が
出
場
予
定
で
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
温
か

い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
2
年
生
6
人
、
1
年
生

5
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
目
標
が
「
公
式

戦
3
回
戦
出
場
」
で
、
目
標
達
成
が
で
き
る
よ
う
チ
ー

ム
の
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
な
が
ら
、
日
々
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
の
成
績
と
し
て
は
、
リ
ー
グ

戦
で
1
勝
、新
人
戦
は
1
回
戦
突
破
し
た
の
み
と
な
り

ま
す
。
高
校
か
ら
始
め
た
生
徒
も
多
く
、
ま
だ
ま
だ
発

展
途
上
な
チ
ー
ム
で
す
が
、
試
合
の
度
に
成
長
し
、
最

近
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
2
年

生
は
来
年
度
の
9
月
で
最
後
の
大
会
と
な
り
ま
す
。そ

れ
ま
で
に
目
標
の
達
成
を
選
手
・
顧
問
一
同
目
指
し
、

今
後
も
応
援
し
て
も
ら
え
る
部
活
動
と
し
て
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
活
動
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

昨
年
度
は
、
部
員
無
し
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

昨
年
1
年
生
だ
っ
た
部
員
も
2
年
生
に
な
り
、
新
た
に

新
入
部
員
を
迎
え
て
部
活
ら
し
い
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

現
在
の
1
年
生
は
10
名
お
り
活
動
時
は
コ
ー
ト
を
3
面

使
用
し
て
、
活
発
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
か
ら

始
め
た
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
の
中
、
園
部
高
校
や
亀
岡
高

部
活
動 

お
よ
び

農
業
ク
ラ
ブ

専
門
部
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校
と
の
合
同
練
習
や
、
地
域
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に

参
加
す
る
な
ど
し
て
、
校
外
か
ら
の
刺
激
を
得
な
が
ら

自
分
の
プ
レ
イ
技
術
向
上
と
と
も
に
人
間
性
も
磨
い
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
部
活
動
に
御
支

援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

硬
式
テ
ニ
ス
部

本
年
度
は
、
1
年
生
の
新
入
部
員
が
7
名
入
部
し
、

2
年
生
6
名
と
合
わ
せ
て
、
13
名
で
活
動
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
人
数
も
増
え
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に

活
気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
初
心
者
の
部
員
も
多
い

で
す
が
、今
年
も
近
畿
予
選
大
会
、公
立
校
大
会
、全

国
選
抜
予
選
大
会
、京
都
府
高
校
選
手
権
大
会
と
、公

式
戦
に
も
フ
ル
参
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
丹
波
自
然
公
園
に
お
い
て
園
部
・
亀
岡
・
峰
山

高
校
と
の
合
同
練
習
会
も
行
い
、
お
互
い
大
変
良
い

刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
春
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予

選
で
新
3
年
生
は
引
退
と
な
り
ま
す
。
最
後
ま
で
全

力
で
団
体
戦
1
勝
を
つ
か
み
取
り
に
行
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

卓
球
部

卓
球
部
は
4
月
当
初
1
名
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、

入
部
す
る
生
徒
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
、
所
属

す
る
生
徒
は
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
部
員
募
集
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

剣
道
部

剣
道
部
で
は
、部
員
が
2
年
2
名
、1
年
1
名
、顧

問
3
名
、
コ
ー
チ
1
名
で
、
日
々
稽
古
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
昨
年
度
の
Ｉ
Ｈ
予
選
で
は
、
創
部
以
来

初
の
団
体
戦
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。段

位
取
得
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
部
員
2

名
が
二
段
を
取
得
し
ま
し
た
。
2
名
と
も
高
校
か
ら

剣
道
を
始
め
た
部
員
で
、
地
道
に
努
力
を
積
み
重
ね

た
結
果
、
合
格
に
繋
が
り
ま
し
た
。
顧
問
・
コ
ー
チ

4
名
全
員
が
有
段
者
で
、
指
導
体
制
も
充
実
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
顧
問
自
身
も
昇
段
を
目
指
し
、
稽
古

に
参
加
し
、生
徒
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。夏

季
休
業
中
、
他
校
の
剣
道
部
と
本
校
で
合
同
合
宿
を

行
っ
て
い
ま
す
。
150
名
近
く
の
剣
道
部
員
が
集
ま
り
、

剣
を
交
え
る
こ
と
で
、
心
身
共
に
鍛
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
人
数
は
少
な
い
で
す
が
、
休
日
は
他
校

へ
出
稽
古
や
練
習
試
合
に
行
く
な
ど
、
部
員
た
ち
は
、

大
会
・
昇
段
に
向
け
て
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

茶
道
部

3
年
生
3
名
、
2
年
生
1
名
の
計
4
名
で
、
本
校

卒
業
生
の
岡
本
真
由
紀
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、毎
週
木

曜
日
の
放
課
後
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
お

茶
の
作
法
と
お
も
て

な
し
の
心
を
学
ぶ
た

め
、
集
中
し
て
稽
古

に
取
り
組
む
よ
う
常

に
心
が
け
て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
お
茶
の
作

法
を
学
び
、
来
年
度

は
ど
こ
か
で
ご
披
露

で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
と
も

温
か
い
御
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合
唱
部

合
唱
部
は
現
在
3
年
生
2
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
に
は
亀
岡
高
校
で
合
同
練
習
を
行
っ
て

お
り
、
舞
台
に
あ
が

り
発
表
を
行
う
と
き

に
は
実
質
十
数
名
の

合
唱
団
と
な
り
ま
す
。

現
在
は
3
月
25
日
に

行
う
予
定
の
亀
岡
高

校
・
農
芸
高
校
・
東

輝
中
学
校
合
同
の
定

期
演
奏
会
に
向
け
て
、

練
習
に
励
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
大
会

以
外
で
は
、
夏
や
秋

は
地
域
の
祭
り
で
の

演
奏
、
ク
リ
ス
マ
ス

に
は
園
部
駅
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
出
演
し
ま
し
た
。

現
在
の
3
年
生
が
卒
業
し
て
し
ま
う
と
、
部
員
が
い

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
が
懸
念
事
項
で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
や
学
校
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
演
奏

を
行
う
た
め
に
最
後
ま
で
心
を
込
め
て
演
奏
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

植
物
バ
イ
オ
部

無
菌
操
作
に
よ
る
植
物
の
増
殖
や
、温
室
で
多
肉
植

物
の
栄
養
繫
殖
を
主
に
行
い
ま
し
た
。
授
業
な
ど
で
も

行
っ
て
き
た
生
物
調
査
も
放
課
後
に
行
い
、
そ
の
成
果

を
「
き
ょ
う
と
生
き
も
の
フ
ェ
ス
」（
府
立
植
物
園
）

で
発
表
し
ま
し
た
。環
境
保
全
型
農
業
の
実
現
に
向
け

て
引
き
続
き
、
調
査
・
研
究
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

草
花
部

草
花
部
で
は
授
業
で
関
わ
る
こ
と
が
少
な
い
植
物
を

栽
培
し
、
そ
の
活
用
方
法
に
至
る
ま
で
「
草
花
と
関
わ

る
経
験
」を
積
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
3
年
生
2
名
、

2
年
生
3
名
、
1
年
生
1
名
で
活
動
し
ま
し
た
。
ロ
ス

フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
た
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
は
地
域
に
広
ま
っ

て
お
り
、
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
講
習
会
に
指
導

者
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
ポ

ス
ト
カ
ー
ド
に
飾
る

体
験
を
し
た
り
、
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
お

み
く
じ
を
体
育
祭
で

配
っ
た
り
と
多
く
の

方
に
草
花
部
の
花
々

に
触
れ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

花
壇
苗
の
栽
培
管
理
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は
部
員
の
み
で
行
い
、
責
任
を
持
っ
て
栽
培
し
た
花
苗

で
校
内
花
壇
の
植
栽
や
近
隣
の
保
育
園
の
花
壇
づ
く

り
に
活
用
す
る
な
ど
、草
花
部
の
花
々
が
地
域
を
彩
り

ま
し
た
。
ま
た
、
農
芸
祭
で
は
草
花
部
の
作
品
展
示
会

を
実
施
し
、
草
花
部
の
活
動
を
広
報
し
ま
し
た
。
部
員

は
「
た
く
さ
ん
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
」
と
楽

し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
草
花
部
の
活
動

に
ご
支
援
い
た
だ
け
る
こ
と
で
、
部
員
の
関
心
を
さ
ら

に
刺
激
し
農
芸
高
校
の
専
門
部
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
経

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

畜
産
部

畜
産
部
は
、
男
子
2
名
・
女
子
4
名
の
計
6
名
で

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
京
都
農
芸
は
京
都
府
で
唯

一
の
〝
畜
産
が
学
べ
る
学
校
〟
で
す
。
畜
産
部
で
は

「
365
日
の
徹
底
し
た
飼
養
管
理
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

畜
産
の
知
識
や
技
術
を
よ
り
専
門
的
に
、
よ
り
深
く

学
ん
で
い
き
ま
す
。
今
年
度
在
籍
す
る
6
名
は
、
家

畜
飼
育
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動

に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
く
れ
ま
し
た
。
農
業
ク
ラ
ブ

大
会（
意
見
発
表
・
家
畜
審
査
競
技
会
）や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
（
牧
場
）
な
ど
、
自
ら
の
可
能
性
を
広
げ

る
た
め
に
努
力
し
続
け
て
い
ま
す
。
生
き
物
を
相
手

に
す
る
部
活
動
な
だ
け
に
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
畜
産
部
で
培
う
「
人
間
性
」
や
「
社
会
人
基
礎

力
」
を
武
器
に
、
広
い
世
界
へ
大
き
く
羽
ば
た
い
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
精
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
・
御
鞭
撻
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

野
菜
部

野
菜
部
で
は
、「
お
い
し
い
野
菜
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
時
間
は
火
・
木

曜
日
の
放
課
後
と
し
て
お
り
、
自
主
性
を
重
ん
じ
た

野
菜
の
栽
培
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
春
か
ら
夏
に
か

け
て
は
ズ
ッ
キ
ー
ニ
や
ゴ
ー
ヤ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
な
ど
の
栽
培
管
理
を
行
い
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

は
、
ニ
ン
ニ
ク
の
定
植
、
コ
カ
ブ
・
ミ
ズ
ナ
・
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
の
べ
た
が
け
栽
培
を
中
心
に
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
季
節
折
々
の
野
菜
に
触
れ
合
い
栽
培
す
る

楽
し
さ
を
体
験
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
来
年
度

も
部
員
が
楽
し
ん
で
野
菜
栽
培
に
取
り
組
め
る
環
境

を
整
え
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御
支
援

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

造
園
部

造
園
部
で
は
、
造
園
技
能
検
定
の
取
得
と
校
内
に

植
え
ら
れ
た
樹
木
の
剪
定
作
業
や
実
習
場
の
管
理
、

庭
園
施
設
の
改
修
、
補
修
な
ど
日
々
、
校
内
の
美
化

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
昨
年
度
の

活
動
を
ベ
ー
ス
に
校
内
の
環
境
整
備
か
ら
取
り
組
み

を
は
じ
め
ま
し
た
。
3
年
生
を
主
軸
に
2
年
生
に
剪

定
の
方
法
や
作
業
内
容
な
ど
、
こ
れ
ま
で
教
わ
っ
た

剪
定
の
技
術
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
る
機
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。
校
外
活
動
で
は
、
近
隣
寺
院
の
庭
園
管
理

を
地
域
の
方
々
と
共
に
行
い
、
地
域
に
貢
献
す
る
取

り
組
み
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
作
庭
し
た
都

ホ
テ
ル
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
ー
デ
ン
」
に
年
4
回
の
手

入
れ
を
実
施
し
て
、
め
ぐ
る
季
節
感
を
感
じ
て
も
ら

え
る
と
と
も
に
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
活

動
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
群
馬
県
で
開
催
さ
れ
た

第
19
回
「
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
会
」
に
は
京
都

府
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
て
、
敢
闘
賞
に
入
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
第
62
回
技
能
五
輪
全
国
大

会
は
、
目
標
と
す
る
入
賞
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
選
手
は
こ
れ
ま
で
に
積
み
上
げ
て

き
た
技
術
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
。環

境
部

11
月
に
橋
梁
模
型
コ
ン
テ
ス
ト
（
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン

テ
ス
ト
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
コ
ン
テ
ス

ト
に
向
け
て
、
30
㎏
の
荷
重
に
耐
え
ら
れ
、
か
つ
デ

ザ
イ
ン
も
凝
っ
た
橋
梁
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。製

作
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
は
い
ま
し
た
が
、
な

か
な
か
計
画
通
り
に
い
か
ず
、
少
し
妥
協
し
て
し
ま

う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
結
果
は
納
得
の
い
く
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
で

は
様
々
な
模
型
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
次
回
は
さ
ら
に
探
求
を
重
ね
て
、
納

得
の
い
く
も
の
を
仕
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

情
報
処
理
部

今
年
度
の
情
報
処
理
部
は
、
1
年
生
3
名
の
新
入

部
員
が
加
わ
り
、
2
年
生
4
名
、
3
年
生
3
名
を
合

わ
せ
10
名
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
ワ
ー
プ
ロ
や
表

計
算
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
検
定
試
験
、
農
業
情
報
処

理
競
技
会
に
向
け
た
練
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
部
活
動
体
験
で
は
、
部

員
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
り
製
作
し
た
ゲ
ー
ム
を

中
学
生
に
丁
寧
に
説
明
し
、
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
の
農
業
情
報
処

理
競
技
会
が
、
8
月
に
本
校
で
開
催
さ
れ
、
3
名
が

出
場
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
入
賞
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
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教育後援会　事業及び会計報告

令和5年度
教育後援会
事業報告

令和5年度
会計決算

令和5年度
特別積立金報告

令和6年度
教育後援会
事業計画

令和6年度
会計予算（案）

� 単位（円）
科　目 繰越額(a) 本年度積立額(b) 利子（c） 積立金合計(a)+(b)+(c)

特別積立金 250,000 0 0 250,000 

収入総額　2,310,291円－支出総額　1,916,926円　=　差引残額　393,365円　（次年度へ繰越）
収入の部� 単位（円）

科　目 本年度予算額 決算額 比較増減 備　　考
繰 越 金  134,488  134,488 0 前年度繰越額

会 費  2,143,300  2,105,800 △ 37,500 通常会費　1,648,800円
終身会費　457,000円

寄 附 金 0 70,000 70,000
事 業 収 入 0 0 0 農芸祭売上
雑 収 入  212  3 △ 209 通常貯金利子3円
合　　 計  2,278,000  2,310,291 32,291 

支出の部� 単位（円）
科　目 本年度予算額 決算額 比較増減 備　　考

運 営 費 73,000 43,742 △ 29,258
事 務 費  28,000 23,742 △ 4,258 封書・葉書郵送料
会 議 費  5,000 0 △ 5,000 会議用茶代
渉 外 費  10,000 10,000 0 会長渉外費
旅 費  10,000 10,000 0 会長旅費
慶 弔 費  20,000 0 △ 20,000

事 業 費  1,090,000 834,608 △ 255,392 農芸祭　会報発行
研修事業

活 動 費  900,000 693,960 △ 206,040 横断幕
募集対策費  190,000 140,648 △ 49,352 オープンスクールポスター・

臨時バス申請料
教 育 振 興 費  1,000,000 364,127 △ 635,873

進路指導費  250,000 49,650 △ 200,350 進路指導用書籍
生徒指導費  20,000 0 △ 20,000
学校保健費  200,000 9,848 △ 190,152 熱中症対策飲料
研究助成費  100,000 100,000 0 農業クラブ全国大会補助
生徒会援助費  30,000 30,000 0 生徒会活動補助
学力充実費  400,000 174,629 △ 225,371 図書館用雑誌、新聞、参考書

特 別 積 立 金 0 0 0 
寄 附 100,000 100,000 0 資格取得助成
予 備 費 15,000 574,449 559,449 寮食費等不足分に充当
合 計  2,278,000  1,916,926 △ 361,074

収入の部� 単位（円）
科　目 本年度予算額 決算額 比較増減 備　　考

繰 越 金  393,365  134,488 258,877 前年度繰越額
会 費  2,065,900  2,143,300 △ 77,400 通常会費　1,670,900円

終身会費　395,000円
寄 附 金 50,000 0 50,000
事 業 収 入 0 0 0 農芸祭売上
雑 収 入  735  212 523 利子   
合 計  2,510,000  2,278,000 232,000

支出の部� 単位（円）
科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備　　考

運 営 費 105,000 73,000 32,000
事 務 費  30,000  28,000 2,000 封書・葉書郵送料
会 議 費  5,000  5,000 0 会議用茶代
渉 外 費  10,000  10,000 0 会長渉外費
旅 費  10,000  10,000 0 会長旅費
慶 弔 費  50,000  20,000 30,000 香資料、弔電、祝電

事 業 費  1,120,000  1,090,000 30,000
活 動 費  920,000  900,000 20,000 農芸祭　会報発行

研修事業
募集対策費  200,000  190,000 10,000 生徒募集対策費

教 育 振 興 費 1,030,000 1,000,000 30,000
進路指導費  260,000  250,000 10,000 進路指導用書籍、

情報収集経費
生徒指導費  20,000  20,000 0 生徒指導経費
学校保健費  200,000  200,000 0 除菌剤、衛生用品、

熱中症対策飲料
研究助成費  120,000  100,000 20,000 農業クラブ全国大会生徒補助
生徒会援助費  30,000  30,000 0 生徒会活動補助
学力充実費  400,000  400,000 0 図書館用雑誌、参考書

特 別 積 立 金 0 0 0
助 成 200,000 100,000 100,000 資格取得助成
予 備 費 55,000 15,000 40,000
合 計  2,510,000  2,278,000 232,000

○生徒の教育活動に対する支援（農業クラブ大会、ボランティ
ア活動等）

○生徒の部活動に対する支援（大会参加に係る援助）
○国際交流に対する支援（京都府農業学科高校生海外

農業研修）
○進路指導に対する援助・調査研究（進路用書籍、インター

ンシップ）
○生徒募集活動に対する支援（生徒募集広報用ポスター）
○教育環境の整備に対する援助
○各種行事（入学式、卒業式等）への出席
○農芸祭等の行事への開催協力
○資格取得奨励制度事業
○教育後援会報の発行
その他、本会の目的達成に必要なことを行う

活動計画�
月 日 事　業　名 内　　容
6

5
8

　11　
11
12
2

4

1

上旬
9
16

下旬
24〜27

28

9

代議員会

生徒募集広報活動支援
海外農業研修説明会
農芸祭
終身会費納入依頼
海外農業研修助成
第40回卒業式
役員会、選考会議
教育後援会報発行
第43回入学式

R5事業報告･決算、R6役員･事業計画･予算の
審議と承認について
広報用ポスター作成･府下中学校配布
海外農業研修参加者説明会
開催協力
11･12月分で徴収
京都府農業学科高校生海外農業研修（台湾）
役員出席
代議員会、次年度役員について
会報第42号発行
役員出席

　本会は、在校生・在職教職員の会費と、卒業生・卒業生保護者の会費、一般会員の寄附金（1口1,000
円）で運営されています。出費多端の折、誠に恐縮に存じますが、御理解の上、御支援、御協力いただ
きますようお願い申し上げます。
■一般会員寄附金　1口　1,000円　　　■在校生・在職教職員会費　年7,700円
■卒業生・卒業生保護者会費　5,000円・3,000円（卒業時に納入）
※ 京都府立農芸高等学校教育後援会振替口座番号（京都　01080―1―9234）

●会費及び寄附金についてのお願い●

月 日 事　業　名 内　　容
６
５
11
11
11
12
３

４
４

３
上旬
上旬
19

下旬
下旬
１

９
27

代議員会
生徒募集広報活動支援

（海外農業研修説明会）
農芸祭
終身会費納入依頼

（海外農業研修助成）
第39回卒業式
教育後援会報発行
第42回入学式
役員会

R4事業報告･決算、R5役員･事業計画･予算の審議と承認について
広報用ポスター作成･府下中学校配布
[中止]
開催協力（府立高校農業科生産物販売）
11･12月分で徴収
[中止]
役員出席
会報第41号発行
役員出席　入会案内
次年度役員、代議員会について



農 芸 高 校 教 育 後 援 会 報  （8）令和7年3月第42号

令和6年度　3年生進路決定状況 令和7年2月現在

Ⅰ.進路希望状況 学科 就職 進学 未定 合計
農業生産科 8 10 0 18

（男子） 8 7 0 15
（女子） 0 3 0 3

園芸技術科 10 10 0 20
（男子） 8 10 0 18
（女子） 2 0 0 2

環境創造科 10 2 0 12
（男子） 9 2 0 11
（女子） 1 0 0 1

合　　計 28 22 0 50

Ⅲ.進学合格状況
学科 国公立

大学
私立
大学

短期
大学

農業
大学校

専修
各種学校 合計

農業生産科 0 4 0 1 5 10

園芸技術科 1 6 0 2 1 10

環境創造科 0 1 0 0 2 3

合　　 計 1 11 0 3 8 23

延べ人数　※右記学校名は順不同 【 国 立 大 学 】鳥取大学（農学部）
【 私 立 大 学 】龍谷大学（農学部《2名》）（法学部）、摂南大学（農学部）（理工

学部）、近畿大学（農学部）、武庫川女子大学（環境共生学部）、
大阪工業大学（情報科学部）、大谷大学（社会学部）、種智院
大学（人文学部）、奈良大学（文学部）

【 大 学 校 】京都府立農業大学校《2名》、北海道立農業大学校
【 専修各種学校 】大和学園京都調理師専門学校《2名》、京都デザイン＆テクノロ

ジー専門学校《2名》、京都保育福祉専門学院、YIC京都ペット総
合専門学校、大阪ECO動物海洋専門学校、大原鉄道専門学校

★ 受 験 予 定 立命館大学、龍谷大学、岩手県久慈市地域おこし協力隊、阪神車両
メンテナンス株式会社、株式会社ナベル京都本社

【 農･建設・造園 】山崎建設株式会社、一志株式会社、株式会社小林造園、テン
フィールズファーム株式会社

【 製 造 】株式会社湖池屋《3名》、株式会社椿本チエイン長岡京工場、
ダイセルビヨンド株式会社、日本写真印刷コミュニケーションズ株
式会社、NISSHAインダストリーズ株式会社、 ユニチカ株式会
社宇治事業所、山崎製パン株式会社、株式会社仙太郎《2名》、
玉乃光酒造株式会社 

【 卸 ･ 小 売 】株式会社エイ・エフ・ジー
【 サ ー ビ ス 】西日本高速道路メンテナンス関西株式会社《2名》、NXキャッシュ・

ロジスティクス株式会社西日本支社、株式会社ワークステーション、
千房株式会社、有限会社渓山閣、GSユアサソシエ

【 福 祉 】アサヒサンクリーン株式会社
【 公 務 員 】国家公務員三種（近畿農政局）、京都市（土木）、京都府（農業）、

南丹市（土木）

Ⅱ.就職内定状況

学科
農
建設
造園

製造 運輸
通信

卸
小売 サービス 福祉 公務員

他 合　計

農業生産科 1 5 0 0 1 0 0 7

園芸技術科 1 3 0 1 4 1 1 11

環境創造科 2 4 0 0 2 0 3 11

合　　 計 4 12 0 1 7 1 4 29

内定者延べ人数　※右記企業名は順不同

都ホテル「ウェルカムガーデン」
都ホテル京都八条より、八条通りに面したホテルエントランスの植込みを花壇にしてほ
しいと依頼を受け、造園コースにて計画から施工までを担当しました。数多くのアイデ
アを出し合い、これまでにない京都らしさを感じさせる、和の雰囲気漂う花壇が完成し
ました。この花壇は、ホテル利用のお客様はもちろん、観光客や歩行者の皆様にも四季
折々の移ろいを感じていただけるような空間となっています。近くにお立ち寄りの際は、
ぜひご覧ください。

修学旅行〜壱岐〜
10 月下旬に、長崎県の壱岐島に行ってきました。今回が初めての
壱岐でしたが、島の文化・歴史にふれることができ、マリンスポー
ツも楽しむことができました。

インターンシップ
長期休業中にインターンシップに参加し、
各コースの専門性を高めました。

［畜産系コース］�
牧場（岡山県笠岡市）1 名、 

（静岡県掛川市）1 名
［農業土木コース］
京都府建設業協会指定企業 6 名

体育祭
6 月の爽やかな青空
のもと、クラス対抗
で実施しています。
競技に一生懸命取り
組む生徒の姿に、ク
ラスそれぞれが作成
するTシャツが色鮮
やかに一層映えます。

つくば見学研修
昨年度、ニュージーランド大使館賞を受賞
したデジタルコンテストにおいて、今年度
は農研機構理事長賞をいただき、その副賞
として筑波の見学ツアーに招待していただ
きました。園芸技術科の代表生徒 2 名が、
ジーンバンクや植物工場、食と農の科学館
を訪れ、最新技術の知見を広げました。


